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はじめに
　当院は島根県東部の雲南地方にあ
る地域中核病院です．雲南地方は雲
南市と奥出雲町，飯南町の一市二町
からなる地域の総称で，北東部は宍
道湖や松江城で有名な松江市と，北
西部は出雲大社で有名な出雲市と，
南部は広島県境に接しており，その
総面積は香川県の島嶼
しょ
部以外の部分
に匹敵するくらい広大です．一方人
口は少なく，最も多い雲南市で 4 万
人弱，雲南全体でも 6 万人弱と人口
密度は極端に低く，その大半を山林
が占める中山間地域です．人は少な
いですが，逆に美しい山林や山間の
田園風景など日本の原風景がいまだ
多く残っており，映画や小説の舞台
にも選ばれています．雲南市は，そ
の中央を古事記に記されたヤマタノ
オロチ伝説の基となった大河，斐伊
川が流れ，各地には今も語り継がれ
る神話や伝説も数多く残っているほ
か，加茂岩倉遺跡など多くの遺跡や
古墳なども発掘されている歴史ロマ
ン溢れる土地でもあります．
　当院はその雲南地域に，地域の幸
せは良い病院作りからという切なる
思いのもと，｢共存｣を合言葉に病院
建設を行い，｢雲南共存病院｣の名で
昭和23年雲南地域の北東部に位置す
る大原郡大東町（現雲南市大東町）
に，10ヵ町村で構成される一部事業
組合立の国保直営病院として誕生し
ました．開設当初より現在に至るま
で，医師派遣などで岡山大学には多
大なるご支援を頂いております．
沿革と概要
沿　　革
昭和23年 3 月
　竣工開院 一般50床
昭和36年 4 月
　大東町外 9 ヵ町村雲南共存病院組
合に経営移管
平成元年 3 月
　病院名称変更
　大東町外 9 ヵ町村雲南病院組合  
公立雲南総合病院　229床
平成 3 年 4 月
　泌尿器科，脳神経外科，皮膚科常
設，人工透析センター開設（東棟）
平成 8 年12月
　本館（別棟）竣工（南棟）
平成 9 年 4 月
　訪問看護ステーション「うんなん」
開設
平成10年 9 月
　リハビリテーション科標榜許可
平成12年 4 月
　居宅ならびに訪問介護支援事業所
「うんなん」開設
平成14年 3 月
　許可病床数の変更　合計337床
平成14年 4 月
　介護療養型医療施設「うんなん」
開設
　回復期リハビリテーション病棟開設
平成19年 4 月
　許可病床数の変更　合計334床
　訪問リハビリテーション事業所
「うんなん」開設
　介護予防訪問リハビリテーション
「うんなん」開設
平成21年 9 月
　院内保育所「ほたるキッズ」開設
平成22年 4 月
　許可病床数の変更　合計331床
平成23年 4 月
　雲南市の市立病院としてスタート
　名称「雲南市立病院」
　許可病床数の変更（精神科病床廃
止）合計281床
平成26年 9 月
　地域包括ケア病棟開設（一般病床
から43床を転換）
概　　要
病床数：281床
一般160床（感染床 4 床含む），地
域包括ケア病床43床，回復期リハ
ビリテーション病床30床，介護療
養病床48床
診療科目：14科
内科／精神科／小児科／外科／整
形外科／脳神経外科／皮膚科／泌
尿器科／産婦人科／眼科／耳鼻咽
喉科／放射線科／麻酔科／リハビ
リテーション科
救急告示病院
職員数：363名
医師21名，看護師192名，その他
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151名
医師派遣元：岡山大学 7 名，島根
大学 5 名，鳥取大学 2 名，他大学
7 名 （平成28年 1 月現在）
看護体制：一般病床　10対 1 看護，
療養病床（医療）25対 1 看護，療
養病床（介護） 6 対 1 看護／ 4 対
1 介護
当院の現状
　平成14年に診療報酬がマイナス改
定されたことや，平成16年度の新臨
床研修制度の導入で，医師派遣元の
医局から大量の医師引き揚げが行わ
れたことなどにより，経営環境は大
きく悪化，平成19年には地元紙で 
｢雲南病院経営危機｣ という衝撃的
なタイトルで大々的に報じられる事
態になりました．これが市立病院化
に向かった大きな要因ですが，この
頃より私たちは公立病院改革ガイド
ラインに沿い，健全経営を目指して
いくつかのイノベーションを行いま
した．
　一つは医師確保に関して，若手医
師の確保・育成を掲げ，プロジェク
トを立ち上げ動き出しました．「地域
に必要な医療人は地域で生み・育て
る」という理念のもと「地域医療人
育成センター」を開設，以来多くの
医学生，研修医に地域医療実習の場
を提供し，地域の中で役立つ医師像
を常に意識しながら教育をしていま
す．事業をセンター化した理由は，
予算を組み，専任職員を設け事業を
組織化できる事です．限られた予算
のなかではありますが，医学生や看
護学生，研修医が効率よく学ぶため
の研修室や宿舎の整備等を行いまし
た．本年度で開設 9 年目を迎えまし
たが，本センターの研修プログラム
を利用する医学生や研修医は年を追
って増え，平成23年度には研修終了
者の中から 2 名もの後期研修医が当
院に就職し，また本年度は 5 年前に
研修をした後期研修医が医局派遣で
赴任するという嬉しい結果に繋がっ
ています．この事実は口コミで広が
り，当初地元の島根大学医学部一ヵ
所だけであった研修医派遣元が，今
では県下 5 つの研修親病院から来て
頂くことになりました．若い研修医
達が居ると現場は活気づきますし，
また，医学生や看護学生たちも，指
導医だけでなく，若い世代からの所
謂「屋根瓦方式」の指導も加わるの
で，より満足度の高い研修ができて
いると思います．ただでさえ少ない
医師数で，指導医不足も懸念されま
すが，幸いインターネットで当院の
情報を得た都市部のベテラン医師が
着任し，臨床と教育・指導両面に活
躍をしており，予想外の効用であり
ました．今後は地域医療の現場で育
ち，活躍していく先輩医師たちの後
姿を見て，また新たな地域医療の担
い手が誕生するという，理想的な流れ
が出来てくることを期待しています．
　二つ目のイノベーションは総合医
の導入です．大きく減った医師数を
元に戻すのは決して容易なことでは
ありませんし，今後も余程大きな制
度の変更がない限り，地域に若い医
師が就職することはないでしょう．
その様な状況で人員減により失われ
た病院機能を少しでも取り戻すに
は，一人の医師が多方面の知識と技
術を持ち，専門医との連携で，ある
程度の専門領域
にも入っていけ
る utility player
の医師，つまり
総合医の存在な
くしては考えら
れ ま せ ん で し
た．全国的にも
珍しい外科医が
中心となった総
合診療体制を構
築し，「地域総合
診療科」として多くの患者のニーズ
に応えています．質の担保は関連学
会の専門医，指導医資格を取得する
ほか，毎日の合同カンファレンス，
研修会等で行っています．平成29年
度導入される新専門医制度のなかで
も，総合診療医は注目されており，
当院独自の研修プログラムの整備を
行っているところです．当初は必要
にかられる形で外科医が中心となっ
ていた総合診療ですが，昨年度と本
年度，各一名ずつ内科系の総合診療
医も着任し，今春にはさらにもう一
名の内科系総合医の赴任が予定され
ていることもあり，今後は総合医が
より活躍しやすい活動拠点となるべ
く努力をしていきたいと考えています．
　このほか，女性医師が働きやすい
託児所などの環境整備や，医師会と
の連携強化のために医師会事務局を
病院内に移設，開放病床の設置，在
宅療養後方支援病院の施設基準整備
などを行いました．これに加えて，
平成19年の新聞報道以来，地域住民
が危機感を共有して頂き，一致団結
して病院運営を力強く応援して頂い
たことも私たちにとっては大きな支
えになりました．医師数が平成22年
度を底に徐々に増え始めたこともあ
り，市立化の翌年である平成24年度
からは黒字収支に転じ，昨年11月から
は，念願であった新病棟建設が，平
成30年の竣工予定ではじまりました．
平成30年竣工予定の新病院
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今後の展望
　近年言われている ｢地域包括ケア｣
という政策概念，さらにそれに付随
した ｢地域医療構想｣ は，努力目標
とはいえ地域に突きつけられた大き
な課題です．少子高齢化，人口減少
により地域消滅の危機が現実味を帯
びた事として危惧される昨今，住民
が安心して暮らしていける医療イン
フラを構築していくのが国保直診で
ある当院の役割であると考えていま
す．新病棟の建設事業と平行して，
より地域のニーズに見合った病院作
り，地域の仕組み作りを目指してい
く所存です．今後も関係各位の力強
いご支援を賜りますようお願い申し
上げます．
平成28年 1 月受理
〒699-1221　島根県雲南市大東町飯田96- 1
電話：0854-43-2390　FAX：0854-43-2398
E-mail：hospital-soumu@city.unnan.shimane.jp
http://unnan-hp.jp/
